
三さ
ん
さ
る猿

蒔ま
き

絵え

鞍く
ら

鐙あ
ぶ
み　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
時
代
初
期

　

蒔
絵
と
は
漆
工
芸
の
技
法
の
一
つ
で
、

漆
で
模
様
を
描
き
、
乾
か
な
い
う
ち
に
金

銀
な
ど
の
金
属
粉
を
蒔ま

い
て
付
着
さ
せ
る
、

日
本
独
自
の
技
術
で
す
。「
蒔
絵
」
の
語
は
、

九
世
紀
頃
に
は
す
で
に
「
竹
取
物
語
」
や

「
伊
勢
物
語
」
な
ど
に
み
ら
れ
、
古
い
技

法
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
三さ
ん
さ
る猿
蒔ま
き

絵え

鞍く
ら

鐙あ
ぶ
み

に
は
、
こ
の
蒔
絵

の
技
法
を
用
い
て
「
見
ざ
る
・
言
わ
ざ
る
・

聞
か
ざ
る
」
の
か
っ
こ
う
を
し
た
猿
の
絵

が
見
事
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
猿
は
牛
馬
小
屋
を
守
る
神

と
し
て
祭
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一
説
で
は
、

馬
に
悪
さ
を
す
る
河か
っ
ぱ童
を
猿
が
退
治
し
て

く
れ
る
た
め
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
お
守
り
と
し
て
、
戸
に
「
申
」

の
字
を
朱
書
き
し
た
り
、
烏え

ぼ

し
帽
子
姿
の
猿

が
馬
を
引
く
絵
を
入
口
に

貼
っ
た
り
す
る
風
習
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
鞍
鐙
に
猿
が
描
か

れ
た
の
に
は
、
そ
う
し
た

理
由
や
、
馬
を
大
事
に
し

た
い
と
い
う
願
い
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

都
城
島
津

都城市立図書館　●休館日／10月17日・24日・31日、11月4日・7日・14日 ●開館時間／9：30 ～18：50
高城図書館　　　●休館日／10月16日・18日・25日、11月1日・8日・15日　●開館時間／9：30 ～18：00

図
書
館
だ
よ
り

都
城
市
立
図
書
館　

☎
22
-0
2
3
9

高
城
図
書
館　

　
　

☎
58
-4
2
2
4

◎
問
い
合
わ
せ

10
月
15
日→

11
月
15
日

「
死
の
テ
レ
ビ
実
験
」人
は
そ
こ
ま
で
服
従
す
る
の
か

ク
リ
ス
ト
フ
・
ニ
ッ
ク
＋
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
エ
ル
チ
ャ
ニ
コ
フ（
著
）

高
野
優
（
監
訳
）
河
出
書
房
新
社
（
発
行
）

ど
ん
ど
ん
過
激
度
が
増
し
て
い
く
テ
レ
ビ
番
組
。
つ
い
に

ク
イ
ズ
に
間
違
え
た
相
手
に
電
気
シ
ョッ
ク
を
与
え
る
よ

う
命
令
さ
れ
る
新
番
組
が
登
場
す
る
。
極
度
の
緊
張
状

態
の
中
、
人
の
心
は
いっ
た
い
ど
う
な
って
し
ま
う
の
か
。

今
月
の
お
す
す
め
の
本

「
カ
モ
の
き
ょ
う
だ
い　

ク
リ
と
ゴ
マ
」

な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
（
著
）
ア
リ
ス
館
（
発
行
）

あ
る
大
雨
の
日
、
な
か
が
わ
さ
ん
の
家
に
６
つ
の
カ
ル
ガ
モ

の
卵
が
や
って
き
ま
し
た
。
そ
し
て
２
羽
の
ひ
な
が
か
え

り
ま
す
。
あ
ま
え
ん
ぼ
う
と
く
い
し
ん
ぼ
う
の
き
ょ
う
だ

い
が
旅
立
って
い
く
ま
で
の
心
温
ま
る
ひ
と
夏
の
物
語
。

【
都
城
市
立
図
書
館
】
読
み
聞
か
せ
の
部
屋

本
と
お
は
な
し
の
会　
●
11
月
12
日
㈯　

14
時
30
分
〜

　

内
容　

牛
方
と
や
ま
ん
ば
（
日
本
名
作
物
語
）

お
話
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
10
月
27
日
㈭　

11
時
〜

【
高
城
図
書
館
】

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会
（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
10
月
15
日
㈯　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

※
夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必
ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン　

読
み
聞
か
せ
会

●
10
月
22
日
㈯　

11
時
〜

ゆ
め
の
お
く
り
も
の　

読
み
聞
か
せ
会

●
11
月
12
日
㈯　

11
時
〜

児
童

一
般

選
挙
の
は
な
し 

6

　
　

  

立
候
補
っ
て
？

　

選
挙
の
際
に
、
被
選
挙
権
を
持
つ
人
が
、

候
補
者
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ
る
こ
と
で

す
。
立
候
補
に
は
、
候
補
者
に
な
ろ
う
と

す
る
本
人
が
届
け
出
る
「
本
人
届
出
」
と
、

候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
本
人
の
承
諾
を

得
て
届
け
出
を
す
る
「
推
薦
届
出
」
の
２

通
り
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
政
選
挙
で
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
政
党
ま
た
は
政
治
団
体
が
、
届

け
出
る「
政
党
届
出
」が
あ
り
ま
す
。
届
け

出
先
は
い
ず
れ
も
選
挙
長
で
す
。

　
　

  

本
名
以
外
で
立
候
補
で
き
る
？

　

立
候
補
届
に
は
本
名
を
記
載
し
ま
す
が
、

本
名
以
外
で
広
く
通
用
し
て
い
る
通
称

（
芸
名
な
ど
）
が
あ
る
場
合
、
立
候
補
届
出

と
同
時
に
通
称
使
用
の
申
請
を
し
、
認
め

ら
れ
れ
ば
、
ポ
ス
タ
ー
や
選
挙
公
報
の
氏

名
に
通
称
が
使
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本

名
を
仮
名
書
き
に
す
る

場
合
も
、
通
称
使
用
の

申
請
が
必
要
で
す
。「
通

称
」で
書
か
れ
た
投
票

は
当
然
、
そ
の
人
の
有

効
票
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会　

☎
23ｰ

７
８
６
４

242011.10



日本では10月の初めには特に祝日がありません
が、中国では毎年10月1日は「国慶節」という大
切な祝日です。「国慶節」は、1949年10月1日に、
毛沢東が北京の天安門広場で行われた中華人民共
和国の建国式典で中華人民共和国の成立を宣言し
たことにちなみます。新中国の成立によって中華
民族の独立と解放が実現し、中国の新しい歴史の
幕が開きました。建国初期から10年間は、毎年10
月1日天安門広場で大規模な閲兵式（軍事パレー
ド）や国民パレードが行われていましたが、その
後中断し、1984年からは10年から15年ごとに行わ
れています。
中国では10月1日は「十

シィーイー

一」と呼ばれ、この日
をはさむ１週間が大型連休となります。この時期
には中国各地でさまざまなお祝いの行事が行われ
ます。この時期は、日本に旅行に来る中国人も結
構多いです。
私は国慶節の時期はあちこち買い物したり、久
しく会っていない友達と会ったりして過ごします。
今年も、４カ月ぶりに里帰りして家族・友人との
再会を楽しむつもりです。

●
毎
年
、
お
か
げ
祭
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

私
と
子
ど
も
た
ち
で
す
。
小
１
の
長
男
は
、

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
間
近
で
見
ら
れ
て
大

興
奮
で
し
た
。

（
上
水
流
町　

遥
希
マ
マ
さ
ん
）

●
最
近
は
み
ん
な
忙
し
い
の
か
、
私
の
周
り
に

も
〝
イ
ク
メ
ン
〞
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
わ

が
家
も
遊
び
は
主
に
パ
パ
の
担
当
で
、
い
つ

も
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

（
高
木
町　

ぴ
い
ち
ゃ
ん
）

●
「
特
集
子
育
て
」
を
読
ん
で
、
娘
の
成
長
を

私
１
人
に
任
せ
る
こ
と
な
く
、
い
つ
も
手
助

け
し
て
く
れ
た
夫
に
、
今
さ
ら
な
が
ら
感
謝

し
ま
し
た
。

（
鷹
尾
一
丁
目　

O
さ
ん
）

●
私
は
ご
み
の
減
量
化
の
た
め
に
生
ご
み
は

〝
ボ
カ
シ
〞
を
混
ぜ
て
肥
料
に
し
た
り
、
洗

剤
な
ど
は
詰
め
替
え
用
を
使
っ
た
り
し
て
、

な
る
だ
け
買
わ
な
い
、
捨
て
な
い
を
モ
ッ
ト

ー
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

（
上
水
流
町　

N
さ
ん
）

●「
国
際
交
流
員
の
ひ
と
り
ご
と
」を
読
ん
で
、

ろ
う
そ
く
の
代
わ
り
に
牛
乳
か
ら
作
っ
た
油

で
ラ
ン
プ
に
灯
を
と
も
す
風
習
に
感
動
し
ま

し
た
。

（
高
木
町　

K
．S
さ
ん
）

QUIZ 国際交流員
のひとりごと
陶　婉悠さん（中国）Vol.2

国慶節

◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎ 23-2295

■８月号クイズの結果【応募総数49通】
◎正解／①相談　②ふるさと　③メン

Vol.70

問　①都城の一村一祭の一つ。○○発祥まつり

答  
問　② 県内最高齢の胡

ご ま が の

摩ケ野スミエさん。長寿者訪
問では自慢の○○○を披露

答  
問　③ 重症化予防のためにお勧めします。○○○○

○○○予防接種。手洗いやうがいも効果あり

答  

今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

ク イ ズ広報

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

読
者
か
ら
の
お
便
り



POST　CARD

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  NO.70  2011年10月号）

8 8 5 8 5 5 5お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
　番号と、わたしの一言や10月号を読んだ感想を書いて
　〒885－8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選
　で１人にプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　10月31日㈪　当日消印有効
◎発表　本紙12月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
　ます。詳細については秘書広報課まで問い合わせください
◎8月号当選者　今村 節子さん（山之口町）

商品提供事業者

【ハム、ソーセージ詰め合わせ】

読者プレゼント今月の

※10月16日～ 11月15日の日程
施設案内

PRESENT

□美術館（姫城町）☎25ｰ1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
◎開館30周年記念
　素顔の佐伯祐三と山田新一展（10月15日㈯～）
入館料　一般800円　高校・大学生600円　中学生以下無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□都城歴史資料館（都島町）☎25ｰ8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□都城島津邸（早鈴町）☎23ｰ2116
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
◎特別展「柳川立花家と島津家」（10月8日㈯～）
特別展期間中の都城島津伝承館の観覧料は、一般
400円　高校・大学生300円　小・中学生200円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□人形の館（山之口町）☎57ｰ5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□山之口弥五郎どんの館（山之口町）☎57ｰ3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□高城郷土資料館（高城町）☎58ｰ5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□旧後藤家商家交流資料館（高城町）☎58ｰ6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□たちばな天文台（高崎町）☎62ｰ4936
開館時間　9：30～17：00
　　　　　㊎㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　10月20日㈭
◎開館20周年記念イベント
「毛利宇宙飛行士の部屋」10月１日㈯～ 30日㈰
◎望遠鏡工作教室
　11月3日㈭　14：30 ～ 21：00（要予約）

本場ドイツのコンテス
トで数々の栄誉を受け
た宮崎県産豚肉100％
のミヤチクのハム、ソ
ーセージをぜひご賞味
ください。

株式会社ミヤチク（高崎町）
☎62-2901

フリガナ

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－



　数え年で７歳の男児の無病
息災を願う石山花相撲が８月
28日、石山観音池公園で奉納
されました。合わせて行われ
た赤ちゃんの健やかな成長を
願う土俵入りでは、まわしを締
めたかわいらしい赤ちゃんが横
綱に抱かれて土俵にあがると、詰めかけた観客からは
温かい声援と拍手が送られていました。

都城市現住人口  ※国勢調査に基づく推計人口です
平成23年9月1日現在 （前月比）

世 帯 数 70,264世帯 （ 　16 ）
人口総数 168,957人　 （    66 ）

※平成22年国勢調査速報値に基づく推計人口です。速報値では男女別人口
が公表されていないため、推計人口による男女別人口は記載していません

インフォメーション

編集後記

2001年9月11日のアメリカ同時多発テロ事件から10年。当時テレビの前で、ビルが崩れ落ちてい
く様子に映画のワンシーンでも見ているかのような錯
覚を起こしたのを今でも鮮明に覚えています。そして、
今回の東日本大震災では、津波がまちを飲み込み尊い
命や財産を跡形もなく奪い去りました。今、復興へ向
け対策が急がれていますが、10年後どのようなまち
へと生まれ変わっているのか…少しでも前に進んでい
ることを心から祈ります。（真）

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch、アナログ5ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
　④20：50 ～　⑤22：50 ～

ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内
市の提供番組紹介

今月の表紙
赤ちゃん力士 晴れの土俵入り

●日時／ 11月12日㈯
　9：00 ～ 12：00
●参加費／無料　※要予約
●場所／ワンパーク（交流プラザ隣）
●講師／かたらん花　松尾伊津子さん
◎問い合わせ　都城まちづくり株式会社　☎26-1100

島倉千代子から
故・中山大三郎先生の故郷へメッセージ

イベントカレンダー（10月16日～11月15日）
※〔　〕内は場所、 は問い合わせ先

10
月
16日㈰　9：00 ～
高崎体育祭 〔高崎総合公園陸上競技場〕
　高崎教育課　☎62-1111
29日㈯・30日㈰　10：00 ～16：00
みやこんじょ復興まつり
〔地場産業振興センター〕
　地場産業振興センター　☎38-4651
30日㈰　9：00 ～15：00
東目街道秋まつり
〔旧後藤家商家交流資料館周辺〕
　高城商工会　☎58-2020

11
月
5日㈯・6日㈰　9：00 ～18：00
※6日㈰は17時まで
かかし村秋まつり文化芸術展
〔山田体育館〕 　山田教育課　☎64-1121
6日㈰　8：00 ～12：00
市場まつり〔公設地方卸売市場〕
　公設地方卸売市場　☎25-5242
6日㈰　9：30 ～15：00
金御岳杯南九州ハンググライダー大会
〔金御岳公園〕 　中郷商工会　☎39-0334

みんなで花を植えて、
プラザ前に飾りましょう♪
おやつ・お土産つき。

島倉千代子
コンサート 

●日時／ 10月16日㈰
　14：00開場　14：30開演
●場所／大ホール
●料金／〔全席指定〕S席　3,500円　A席　3,000円　
　　　 ※未就学児童は入場不可となります
●チケット取扱店舗／ＭＪチケットカウンター、西村楽
器都城店、宮交シティ

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23‒7140
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